
北陸地域に多発する大豆しわ粒の発生防止技術の開発

期待される波及効果
① 実需者ニーズに応える高品質大豆の大ロット安定供給、農家所得の向上
②水田高度利用(土地利用型農業)の推進による自給率向上

亀甲じわ：
子実形成から収穫期前後までの乾燥、吸
湿の過程での種皮と子実の収縮、伸張の
繰返しによって発生すると推測される

1.生育期間中の生育
阻害ストレスがしわ
粒発生に及ぼす影響

2.作物体の水分条
件の変動がしわ粒
発生に及ぼす影響

ちりめんじわ：
子実肥大期における
充実障害によって発
生すると推測される

優良生産地としわ粒多
発地帯の比較に基づく
しわ粒発生原因の解析

しわ粒発生機
構の現地検証

しわ粒の発生は地域、
生産組織、圃場に
よって異なる

しわ粒発生防止栽培管理技術の開発
コンバイン収穫に対応したしわ粒発生

防止栽培・作業技術体系の開発

しわ粒発生防止技術の現地実証

3.作物栄養条件がしわ粒発生に及ぼす影響の解明

しわ粒発生防止技術の開発

亀甲じわちりめんじわ

現場レベルで
しわ粒等被害粒を１５％以下に低減化

しわ粒発生機構の解明

研
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普通大豆の３等格付された主な原因に占めるしわ粒の割合 北陸産大豆の検査等級比率

北陸産大豆はしわ粒の混入のため１，２等の上位等級比率が極めて低い

しわ粒は２種類に大別できる


